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（１）経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年12月期 3,223 4.9 103 17.6 101 △17.7 △1,263 －

2024年12月期 3,072 △15.6 88 △83.6 122 △77.0 50 △86.1

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2025年12月期 △227.76 － △55.6 2.7 3.2

2024年12月期 9.08 9.03 1.8 2.5 2.9

（参考）持分法投資損益 2025年12月期 －百万円 2024年12月期 －百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年12月期 2,863 1,647 57.5 296.64

2024年12月期 4,701 2,901 61.7 524.30

（参考）自己資本 2025年12月期 1,647百万円 2024年12月期 2,901百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2025年12月期 667 △168 △493 425

2024年12月期 529 △212 △200 419

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
純資産
配当率第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2024年12月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － －

2025年12月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － －

2026年12月期（予想） － 0.00 － 0.00 0.00 －

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,020 △6.3 205 97.9 199 96.6 132 － 23.79

１．2025年12月期の業績（2025年１月１日～2025年12月31日）

（注）2025年12月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、１株当たり当期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

（２）財政状態

（３）キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

３．2026年12月期の業績予想（2026年１月１日～2026年12月31日）

（注）当社は年次での業務管理を行っておりますので、第２四半期（累計）の業績予想の記載を省略しております。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年12月期 5,598,500株 2024年12月期 5,597,700株

②  期末自己株式数 2025年12月期 44,800株 2024年12月期 63,200株

③  期中平均株式数 2025年12月期 5,548,132株 2024年12月期 5,581,201株

※  注記事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無

②  ①以外の会計方針の変更              ：無

③  会計上の見積りの変更                ：無

④  修正再表示                          ：無

（２）発行済株式数（普通株式）

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理性があると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

（決算補足説明資料及び決算説明会内容の入手方法）

　当社は、2026年２月27日（金）に機関投資家・アナリスト向け説明会（Ｗｅｂ説明会）を開催する予定です。この

説明会の動画については、当日使用する決算説明資料とともに、開催後速やかに当社ウェブサイトに掲載する予定で

あります。

　決算補足説明資料は、説明会開催後速やかに日本取引所グループウェブサイト上の「東証上場会社情報サービス」

に掲載いたします。
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１．経営成績等の概況

（１）経営成績に関する分析

　当事業年度における我が国経済は、企業収益の回復を背景とした経済活動の正常化が進み、政府による積極財

政への方針転換も相まって、緩やかな回復基調が続いております。一方で、長期金利や物価の上昇が個人消費に

影響を与え、回復の力強さを欠いた状態が続いており、依然として予断を許さない状況が継続しております。

　当社を取り巻く試作・開発市場は、ＥＶ（電気自動車）開発競争の加速途上であり、鋳造品に対しては複雑形

状かつサイズの大型化の要求が顕著となっております。併せて、試作初期段階から品質の高さも求められるケー

スが散見されるようになりました。当社ではこれらの市場要求に対応すべく、大型鋳造品を量産まで提供する体

制の確立に加え、高い品質での鋳造品提供のための生産技術の確立に注力してまいりました。

　しかしながら、一部の鋳造部品においては、技術的難易度が高く、要求品質の確保に対して生産コストを想定

以上に費やしており、セグメント利益の回復が遅れることとなりました。

　このような状況下ではありますが、2025年12月期は第４四半期会計期間において、主に積極的な拡販施策を展

開しておりました３Ｄプリンター事業セグメントのＨＥＡＲＴＲＯＩＤ分野が伸長いたしました。海外・国内の

医療関係デバイスメーカーより、想定を上回る受注・売上を獲得しました。

　この結果、当事業年度の経営成績は、売上高3,223,030千円（前期比4.9％増）、営業利益103,588千円（前期比

17.6％増）、経常利益101,212千円（前期比17.7％減）、当期純損失については鋳造事業セグメントにおいて減損

損失の計上をしたことで1,263,645千円（前期は当期純利益50,671千円）となりました。

　セグメント別の経営成績は、次のとおりであります。

①３Ｄプリンター事業

　３Ｄプリンター事業におきましては、心臓カテーテルシミュレーター「ＨＥＡＲＴＲＯＩＤ」での積極的な

販売促進活動が奏功し、第４四半期会計期間では国内外の、デバイスメーカー・病院を中心にまとまった受注

を獲得しました。

　また、工業向け試作品を中心とした出力サービスは、期初より進めている造形バリエーションの拡張に加

え、営業人員の増強・育成も進み、受注スピードの向上を図ることができたことで順調な推移となりました。

　この結果、３Ｄプリンター事業の売上高は764,482千円（前期比21.3％増）、セグメント利益は241,395千円

（前期比60.3％増）となりました。

②鋳造事業

　鋳造事業におきましては、国内外の自動車メーカー各社及びＴｉｅｒ１（ティアワン）部品メーカーを中心

としたＥＶ関連部品の開発案件やＦＡ分野での産業用ロボット向け大型鋳造品の試作ならびに補給部品案件の

獲得が続きました。しかしながら新規性要素が強い一部の鋳造部品における、予定を上回る製造コストの発生

に加え、製造技術の獲得についても時間を要した結果、業績の回復が遅れております。

　設備面ではコンセプトセンター（長野県飯田市）への積極的な設備投資は控えつつも、大型鋳造部品への対

応、量産専用工場化を見据えた生産体制への変更を進めることで、変化する需要の取り込みに向けた活動を継

続しました。

　この結果、鋳造事業の売上高は2,083,683千円（前期比6.9％増）、セグメント利益は87,772千円（前期比

104.2％増）となりました。

③ＣＴ事業

　ＣＴ事業におきましては、次世代蓄電池分野を中心とした産業用ＣＴの認知拡大を推進し、電池分野での展

示会や、顧客企業内展示会への出展、セミナーの実施を積極的に行う一方、スキャン体制の効率化を推進して

まいりました。しかしながら、国内メーカーへのＣＴ装置販売の実績が当初の予定を下回ったことや、全数検

査・選別といったボリュームの大きいスキャン案件が少なかったことで、売上高・セグメント利益は前年を下

回りました。

　この結果、ＣＴ事業の売上高は374,864千円（前期比23.9％減）、セグメント利益は247,916千円（前期比

32.5％減）となりました。
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セグメント内産業区分

第34期

（自　2025年１月１日　　至　2025年12月31日）

販売件数（件） 販売金額（千円） 比率（％）

卸売業 455 359,226 47.0

精密機械・医療機械器具製造業 242 159,171 20.8

電気機械器具製造業 302 55,845 7.3

一般機械器具製造業 122 46,688 6.1

専門サービス業（他に分類されないもの） 70 34,051 4.5

輸送用機械器具製造業 43 24,348 3.2

その他の製造業 192 20,802 2.7

教育 34 13,385 1.8

学術研究機関 24 8,608 1.1

その他 272 42,354 5.5

合計 1,756 764,482 100.0

セグメント内産業区分

第34期

（自　2025年１月１日　　至　2025年12月31日）

販売件数（件） 販売金額（千円） 比率（％）

一般機械器具製造業 1,559 959,803 46.1

卸売業 344 412,833 19.8

輸送用機械器具製造業 178 400,691 19.2

鉄鋼業、非鉄金属製造業 81 126,754 6.1

電気機械器具製造業 100 71,497 3.4

金属製品製造業 13 50,760 2.4

自動車整備業、駐車場業 2 15,612 0.8

精密機械・医療機械器具製造業 19 12,691 0.6

娯楽業 9 11,400 0.6

その他 27 21,639 1.0

合計 2,332 2,083,683 100.0

なお、当事業年度の販売実績を産業区分別に示すと次のとおりであります。

　　　　３Ｄプリンター事業

　　　　鋳造事業
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セグメント内産業区分

第34期

（自　2025年１月１日　　至　2025年12月31日）

販売件数（件） 販売金額（千円） 比率（％）

卸売業 175 134,962 36.0

一般機械器具製造業 72 58,240 15.5

輸送用機械器具製造業 62 44,791 12.0

電気機械器具製造業 93 40,837 10.9

専門サービス業（他に分類されないもの） 55 37,763 10.1

精密機械・医療機械器具製造業 20 12,140 3.2

その他の製造業 29 10,100 2.7

鉄鋼業、非鉄金属製造業 27 6,144 1.6

金属製品製造業 8 5,250 1.4

その他 72 24,633 6.6

合計 613 374,864 100.0

　　　　ＣＴ事業

　　　　　（注）１．産業区分に関しては、株式会社帝国データバンクのＴＤＢ産業分類表の中分類に従っております。

２．販売件数、販売金額及び比率は、セグメント間の内部売上高又は振替高は含まれておりません。

（２）財政状態に関する分析

①　資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　当事業年度末における流動資産は1,295,686千円となり、前事業年度末に比べ240,121千円減少いたしました。こ

れは主に前渡金が97,319千円、電子記録債権が63,367千円、未収還付法人税等が59,805千円減少したことによるも

のであります。

　固定資産は1,567,336千円となり、前事業年度末に比べ1,598,241千円減少いたしました。これは主に建物が

879,307千円、機械及び装置が185,606千円、土地が153,991千円減少したことによるものであります。

　この結果、総資産は2,863,023千円となり、前事業年度末に比べ1,838,363千円減少いたしました。

（負債）

　当事業年度末における流動負債は787,872千円となり、前事業年度末に比べ223,585千円減少いたしました。これ

は主に１年内返済予定の長期借入金が100,000千円増加したものの、短期借入金が200,000千円、未払金が61,879千

円、リース債務が36,005千円減少したことによるものであります。

　固定負債は427,695千円となり、前事業年度末に比べ360,492千円減少いたしました。これは主に長期借入金が

326,012千円、リース債務が42,998千円減少したことによるものであります。

　この結果、負債合計は1,215,568千円となり、前事業年度末に比べ584,078千円減少いたしました。

（純資産）

　当事業年度末における純資産合計は1,647,455千円となり、前事業年度末に比べ1,254,284千円減少いたしまし

た。これは主に当期純損失を1,263,645千円計上したことによるものであります。
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2021年
12月期

2022年
12月期

2023年
12月期

2024年
12月期

2025年
12月期

自己資本比率（％） 57.8 56.7 57.4 61.7 57.5

時価ベースの
自己資本比率（％）

65.2 85.1 131.6 51.9 73.3

キャッシュ・フロー対
有利子負債比率（年）

2.4 1.9 3.7 2.4 1.1

インタレスト・
カバレッジ・レシオ（倍）

34.6 53.9 32.6 50.3 76.5

②　キャッシュ・フローの状況

　当事業年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、税引前当期純損失1,221,124千円（前期

は税引前当期純利益82,274千円）の計上等があったものの、減損損失の計上等により、前事業年度末に比べ5,292

千円増加し、当事業年度末には425,004千円となりました。

　当事業年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当事業年度において営業活動の結果獲得した資金は667,253千円（前年同期は529,055千円の獲得）となりまし

た。これは主に、税引前当期純損失1,221,124千円等の資金の減少があったものの、減損損失1,319,409千円、減価

償却費381,464千円等の資金の増加があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当事業年度において投資活動の結果使用した資金は168,395千円（前年同期は212,097千円の使用）となりまし

た。これは主に、有形固定資産の取得による支出160,735千円等の資金の減少があったことによるものでありま

す。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当事業年度において財務活動の結果使用した資金は493,566千円（前年同期は200,489千円の使用）となりまし

た。これは主に、長期借入金の返済による支出226,012千円、短期借入金の純減額200,000千円等の資金の減少があ

ったことによるものであります。

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

（注）１．株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

２．キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。

３．有利子負債は貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象としており

ます。

- 5 -

株式会社ＪＭＣ（5704） 2025年12月期 決算短信



（３）今後の見通し

　今後の見通しにつきましては、事業環境の変化スピードは速さを増す一方で、受注量の回復には一定程度の時間

を要するものと見込んでおります。また、事業環境に対応する社内での取り組みは一進一退を継続しており、短期

的には成果の獲得は困難であるものと見込んでおります。

　このような環境の中、当社は経営理念「ＭＡＤＥ　ＢＹ　ＪＭＣ」の実現に向けた取組みを再度徹底し、基幹事

業の収益性改善を果たすべく、筋肉質な体制づくりに邁進してまいります。

　鋳造事業では、すべての受注案件に対する製造コストの適正化に向けた取り組みを強化することで、セグメント

利益の回復を最優先課題として取り組んでまいります。また同時に受注業種のポートフォリオ分散化を進めること

で、外部環境の変化を吸収できる収益構造の獲得に注力してまいります。

　３Ｄプリンター事業では、造形バリエーションのさらなる拡張を通じた提案力強化のため、自社造形機の活用を

進めるとともに、装置・材料分野での営業活動にも本格的に着手いたします。また、心臓カテーテルシミュレータ

ー「ＨＥＡＲＴＲＯＩＤ」は、全世界での拡販体制強化のための増員を進めるとともに、顧客の開発ニーズに沿っ

た提案を通じて案件獲得に努めてまいります。

　ＣＴ事業では、周知啓蒙活動を深耕すべく、顧客内での産業用ＣＴ装置活用の可能性に対する提案を強化しま

す。また外部企業との協業体制構築を進めることに加え、ＣＴ装置バリエーションの拡大も含めたスキャンニーズ

拡張のための施策を展開してまいります。

　以上の状況を踏まえ、業績見通しにつきましては、売上高3,020百万円（前期比6.3％減）、営業利益205百万円

（前期比97.9％増）、当期純利益132百万円（前期は当期純損失1,263百万円）と予想しております。

　なお、上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき当社が判断した見通しであり、実

際の業績は、今後様々な要素によってこれらの見通しと異なる結果となる可能性があります。

（４）継続企業の前提に関する重要事象等

　当社は、鋳造事業の収益悪化により当事業年度において固定資産の減損損失を1,319百万円計上した結果、重要

な当期純損失1,263百万円を計上し、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象または状況が存在して

いると認識しております。このような中、当社は試作品大型化への対応、量産鋳造部品の効率的な生産体制確立、

事業ポートフォリオの分散化等の鋳造事業の収益性改善のための具体的な施策を進めております。

　また、当事業年度において当期純損失を計上した結果、コミットメントライン契約（当事業年度末の借入残高50

百万円）に係る財務制限条項の一部に抵触することとなりましたが、金融機関との協議を通じて期限の利益の喪失

に係る権利行使をしないことについての同意を得ております。なお、コミットメントライン契約以外に、手元流動

性を確保するための資金調達枠を複数の金融機関と設定しております。

　したがって、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断しております。

２．企業集団の状況

　2025年12月31日現在、当社は子会社及び関連会社を有していないため企業集団の状況については記載を行っておりま

せん。

３．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社は、財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で財務諸表を作成する

方針であります。

　なお、今後につきましては、外国人株主比率の推移及び国内の同業他社の国際会計基準の適用動向等を踏まえ、国

際会計基準の適用について検討を進めていく方針であります。
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（単位：千円）

前事業年度
（2024年12月31日）

当事業年度
（2025年12月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 419,712 425,004

受取手形 3,061 450

電子記録債権 176,683 113,315

売掛金 481,524 499,793

商品及び製品 38,736 29,700

仕掛品 88,120 79,480

原材料及び貯蔵品 81,599 99,105

前払費用 45,464 47,295

未収還付法人税等 59,805 －

前渡金 97,319 －

その他 44,217 1,944

貸倒引当金 △436 △404

流動資産合計 1,535,808 1,295,686

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,809,851 930,544

構築物（純額） 223,023 107,568

機械及び装置（純額） 359,187 173,580

車両運搬具（純額） 1,295 645

工具、器具及び備品（純額） 38,274 23,429

土地 320,737 166,746

リース資産（純額） 147,732 51,796

建設仮勘定 152,965 8,022

有形固定資産合計 3,053,067 1,462,334

無形固定資産

借地権 2,760 1,369

ソフトウエア 15,626 10,531

ソフトウエア仮勘定 － 259

特許権 18,660 18,574

その他 1,348 854

無形固定資産合計 38,395 31,589

投資その他の資産

出資金 10 10

長期前払費用 17,245 17,855

繰延税金資産 1,303 －

その他 55,555 55,546

投資その他の資産合計 74,114 73,412

固定資産合計 3,165,578 1,567,336

資産合計 4,701,386 2,863,023

４．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表
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（単位：千円）

前事業年度
（2024年12月31日）

当事業年度
（2025年12月31日）

負債の部

流動負債

買掛金 115,690 82,943

短期借入金 250,000 50,000

１年内返済予定の長期借入金 226,012 326,012

リース債務 80,203 44,198

未払金 229,211 167,332

未払費用 2,530 3,410

未払法人税等 － 42,972

契約負債 11,206 31,732

預り金 10,734 7,409

製品保証引当金 1,611 877

その他 84,258 30,985

流動負債合計 1,011,458 787,872

固定負債

長期借入金 612,946 286,934

リース債務 85,041 42,043

資産除去債務 89,810 90,498

繰延税金負債 － 8,220

その他 389 －

固定負債合計 788,188 427,695

負債合計 1,799,646 1,215,568

純資産の部

株主資本

資本金 817,533 817,733

資本剰余金

資本準備金 804,533 804,733

その他資本剰余金 － 122

資本剰余金合計 804,533 804,855

利益剰余金

利益準備金 1,894 1,894

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 1,308,137 44,491

利益剰余金合計 1,310,031 46,385

自己株式 △30,358 △21,520

株主資本合計 2,901,740 1,647,455

純資産合計 2,901,740 1,647,455

負債純資産合計 4,701,386 2,863,023
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（単位：千円）

 前事業年度
(自　2024年１月１日
　至　2024年12月31日)

 当事業年度
(自　2025年１月１日
　至　2025年12月31日)

売上高

製品売上高 3,039,897 3,185,377

商品売上高 32,520 37,653

売上高合計 3,072,417 3,223,030

売上原価

商品及び製品期首棚卸高 63,178 38,736

当期製品製造原価 2,005,491 2,177,350

当期商品仕入高 17,843 －

小計 2,086,513 2,216,087

商品及び製品期末棚卸高 38,736 35,324

商品及び製品評価損 － 5,623

売上原価合計 2,047,776 2,186,386

売上総利益 1,024,641 1,036,643

販売費及び一般管理費 936,551 933,055

営業利益 88,089 103,588

営業外収益

受取利息 57 478

補助金収入 36,527 1,500

受取保険金 833 369

為替差益 － 2,550

受取補償金 11,240 205

その他 2,060 2,214

営業外収益合計 50,719 7,318

営業外費用

支払利息 10,515 8,723

為替差損 5,058 －

シンジケートローン手数料 266 －

コミットメントフィー － 223

その他 29 746

営業外費用合計 15,871 9,693

経常利益 122,937 101,212

特別利益

固定資産売却益 2,536 1,635

特別利益合計 2,536 1,635

特別損失

固定資産除却損 0 4,562

固定資産売却損 43,200 －

減損損失 － 1,319,409

特別損失合計 43,200 1,323,972

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） 82,274 △1,221,124

法人税、住民税及び事業税 5,750 32,997

法人税等調整額 25,852 9,524

法人税等合計 31,602 42,521

当期純利益又は当期純損失（△） 50,671 △1,263,645

（２）損益計算書

- 9 -

株式会社ＪＭＣ（5704） 2025年12月期 決算短信



前事業年度
（自　2024年１月１日

　　至　2024年12月31日）

当事業年度
（自　2025年１月１日

　　至　2025年12月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

Ⅰ　材料費 170,794 8.1 221,051 9.8

Ⅱ　労務費 639,701 30.5 645,593 28.5

Ⅲ　製造経費 ※１ 1,289,385 61.4 1,399,469 61.7

当期総製造費用 2,099,881 100.0 2,266,114 100.0

仕掛品期首棚卸高 82,730 88,120

合計 2,182,612 2,354,235

仕掛品期末棚卸高 88,120 79,480

他勘定振替高 ※２ 88,999 97,404

当期製品製造原価 2,005,491 2,177,350

前事業年度
（自　2024年１月１日

　　至　2024年12月31日）

当事業年度
（自　2025年１月１日

　　至　2025年12月31日）

外注加工費（千円） 331,985 377,895

消耗品費（千円） 164,251 194,180

減価償却費（千円） 354,325 366,984

製品保証引当金繰入額（千円） 1,407 △733

前事業年度
（自　2024年１月１日

　　至　2024年12月31日）

当事業年度
（自　2025年１月１日

　　至　2025年12月31日）

見本品費（千円） 88,999 97,404

製造原価明細書

原価計算の方法

原価計算の方法は、部門別個別原価計算であります。

　（注）※１.主な内訳は次のとおりであります。

　　　　※２.他勘定振替高の内訳は次のとおりであります。
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（単位：千円）

株主資本

純資産合
計

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計資本準備

金
資本剰余
金合計

利益準備
金

その他利益
剰余金

利益剰余
金合計繰越利益

剰余金

当期首残高 807,609 794,609 794,609 1,894 1,257,465 1,259,359 △403 2,861,174 2,861,174

当期変動額

新株の発行 9,924 9,924 9,924 19,849 19,849

当期純利益 50,671 50,671 50,671 50,671

自己株式の取
得

△29,955 △29,955 △29,955

当期変動額合計 9,924 9,924 9,924 － 50,671 50,671 △29,955 40,565 40,565

当期末残高 817,533 804,533 804,533 1,894 1,308,137 1,310,031 △30,358 2,901,740 2,901,740

（単位：千円）

株主資本

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本合
計資本準備

金
その他資
本剰余金

資本剰余
金合計

利益準備
金

その他利益
剰余金

利益剰余金
合計繰越利益剰

余金

当期首残高 817,533 804,533 － 804,533 1,894 1,308,137 1,310,031 △30,358 2,901,740 2,901,740

当期変動額

新株の発行 200 200 200 400 400

当期純損失
（△）

△1,263,645 △1,263,645 △1,263,645 △1,263,645

自己株式の処
分

122 122 8,838 8,960 8,960

当期変動額合計 200 200 122 322 － △1,263,645 △1,263,645 8,838 △1,254,284 △1,254,284

当期末残高 817,733 804,733 122 804,855 1,894 44,491 46,385 △21,520 1,647,455 1,647,455

（３）株主資本等変動計算書

前事業年度　（自　2024年１月１日　至　2024年12月31日）

当事業年度　（自　2025年１月１日　至　2025年12月31日）
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（単位：千円）

 前事業年度
(自　2024年１月１日
　至　2024年12月31日)

 当事業年度
(自　2025年１月１日
　至　2025年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） 82,274 △1,221,124

減価償却費 368,649 381,464

減損損失 － 1,319,409

受取補償金 △11,240 △205

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △22,572 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △76,008 －

製品保証引当金の増減額（△は減少） 1,407 △733

貸倒引当金の増減額（△は減少） △129 △31

受取利息及び受取配当金 △57 △478

支払利息 10,515 8,723

固定資産売却損益（△は益） 40,663 △1,635

固定資産除却損 0 4,562

売上債権の増減額（△は増加） 198,101 47,708

棚卸資産の増減額（△は増加） 30,790 169

前渡金の増減額（△は増加） △38,255 97,319

仕入債務の増減額（△は減少） 375 △32,747

未払消費税等の増減額（△は減少） 84,138 △53,312

未収消費税等の増減額（△は増加） 52,298 －

その他 △26,297 61,123

小計 694,653 610,212

利息及び配当金の受取額 57 478

利息の支払額 △11,026 △9,073

補償金の受取額 9,900 205

法人税等の支払額 △164,529 －

法人税等の還付額 － 65,430

営業活動によるキャッシュ・フロー 529,055 667,253

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △230,752 △160,735

無形固定資産の取得による支出 △10,366 △9,950

有形固定資産の売却による収入 29,000 2,282

敷金及び保証金の差入による支出 △0 △7

敷金及び保証金の回収による収入 22 16

投資活動によるキャッシュ・フロー △212,097 △168,395

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 50,000 △200,000

長期借入れによる収入 100,000 －

長期借入金の返済による支出 △256,012 △226,012

リース債務の返済による支出 △76,921 △67,954

株式の発行による収入 12,400 400

自己株式の取得による支出 △29,955 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △200,489 △493,566

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 116,468 5,292

現金及び現金同等物の期首残高 303,243 419,712

現金及び現金同等物の期末残高 419,712 425,004

（４）キャッシュ・フロー計算書
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（５）財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（追加情報）

　該当事項はありません。

（持分法損益等の注記）

　当社は関連会社を有していないため、該当事項はありません。

報告セグメント 主要製品等

３Ｄプリンター事業

①３Ｄプリンターによる試作品、各種部品・商品の製造、販売

②３ＤプリンターによるＡＭ（Ａｄｄｉｔｉｖｅ　Ｍａｎｕｆａｃ

ｔｕｒｉｎｇ）サービス

③心臓カテーテルシミュレーター『ＨＥＡＲＴＲＯＩＤ（ハートロ

イド）』等の製造、販売

④医療用モデル（実物大モデル）のデータ編集及び製造、販売

鋳造事業
アルミニウム、マグネシウムを用いた砂型鋳造法による試作品、各

種部品・商品、量産用鋳造部品の製造、販売

ＣＴ事業

①産業用ＣＴによる検査・測定サービス

②産業用ＣＴ及び関連サービスの販売

③産業用ＣＴ用ソフトウエアの販売

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の配分の決定

及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は、工法別に工場を置き、各事業は、取り扱う製品について、包括的な戦略を立案し、事業活動を

展開しております。

　各セグメントに属する製品等の内容は以下のとおりであります。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、財務諸表を作成するために採用される会計方針に

準拠した方法であります。

　報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

　セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格を勘案して決定しております。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額

（注１）

財務諸表
計上額

（注２）
３Ｄ

プリンター
事業

鋳造事業 ＣＴ事業 計

売上高

外部顧客への売上高 630,401 1,949,653 492,362 3,072,417 － 3,072,417

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － －

計 630,401 1,949,653 492,362 3,072,417 － 3,072,417

セグメント利益 150,582 42,977 367,419 560,979 △472,890 88,089

セグメント資産 301,319 3,547,518 233,137 4,081,975 619,411 4,701,386

その他の項目

減価償却費 20,494 334,066 7,765 362,326 6,322 368,649

有形固定資産及び無

形固定資産の増加額
6,197 102,498 42,506 151,202 1,559 152,761

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注１）

財務諸表
計上額
（注２）

３Ｄ
プリンター

事業
鋳造事業 ＣＴ事業 計

売上高

外部顧客への売上高 764,482 2,083,683 374,864 3,223,030 － 3,223,030

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － －

計 764,482 2,083,683 374,864 3,223,030 － 3,223,030

セグメント利益 241,395 87,772 247,916 577,084 △473,496 103,588

セグメント資産 431,370 1,872,099 38,919 2,342,389 520,634 2,863,023

その他の項目

減価償却費 19,617 314,759 39,700 374,077 7,386 381,464

有形固定資産及び無

形固定資産の増加額
19,104 62,430 34,205 115,740 4,951 120,692

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前事業年度（自　2024年１月１日　至　2024年12月31日）

（注）１．調整額は、以下のとおりであります。

（１）セグメント利益の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

（２）セグメント資産の調整額は、主に報告セグメントに配分していない全社資産であります。

（３）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、本社等の設備投資額であります。

２．セグメント利益は、損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当事業年度（自　2025年１月１日　至　2025年12月31日）

（注）１．調整額は、以下のとおりであります。

（１）セグメント利益の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

（２）セグメント資産の調整額は、主に報告セグメントに配分していない全社資産であります。

（３）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、本社等の設備投資額であります。

２．セグメント利益は、損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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　セグメント情報に同様の開示をしているため、記載を省略しております。

顧客の氏名又は名称 売上高 関連するセグメント名

ファナック株式会社 473,661 鋳造事業

株式会社メックインターナショナル 404,648 鋳造事業

株式会社安川電機 350,428 鋳造事業

　セグメント情報に同様の開示をしているため、記載を省略しております。

顧客の氏名又は名称 売上高 関連するセグメント名

株式会社メックインターナショナル 393,757 鋳造事業、ＣＴ事業

【関連情報】

前事業年度（自　2024年１月１日　至　2024年12月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

２．地域ごとの情報

(１）売上高

　本邦の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(２）有形固定資産

　本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、

記載を省略しております。

３．主要な顧客ごとの情報

（単位：千円）

当事業年度（自　2025年１月１日　至　2025年12月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

２．地域ごとの情報

(１）売上高

　本邦の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(２）有形固定資産

　本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、

記載を省略しております。

３．主要な顧客ごとの情報

（単位：千円）
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（単位：千円）
３Ｄ

プリンター
事業

鋳造事業 ＣＴ事業 全社・消去 合計

減損損失 － 1,319,409 － － 1,319,409

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前事業年度（自　2024年１月１日　至　2024年12月31日）
該当事項はありません。

当事業年度（自　2025年１月１日　至　2025年12月31日）

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。

前事業年度
（自　2024年１月１日

至　2024年12月31日）

当事業年度
（自　2025年１月１日

至　2025年12月31日）

１株当たり純資産額 524.30円 296.64円

１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損

失（△）
9.08円 △227.76円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 9.03円 －円

前事業年度
（自　2024年１月１日

至　2024年12月31日）

当事業年度
（自　2025年１月１日

至　2025年12月31日）

１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損

失

　当期純利益又は当期純損失（△）（千円） 50,671 △1,263,645

　普通株主に帰属しない金額（千円） － －

　普通株式に係る当期純利益又は当期純損失

（△）（千円）
50,671 △1,263,645

　期中平均株式数（株） 5,581,201 5,548,132

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

　当期純利益調整額 － －

　普通株式増加数（株） 30,777 －

　　（うち新株予約権（株）） （30,777） （－）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり当期純利益の算定に含めなかった潜在

株式の概要

－ －

（１株当たり情報の注記）

（注）１．当事業年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、１株当たり当期純損失であり、ま

た、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上

の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象の注記）

該当事項はありません。
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